
☑

☐

☐

☐ 環境
☑

☐

☐

☐

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 社会福祉法人　慈永会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

地域における医療・福祉の拠点として、従来のサービス提供だけではなく、雇用や地産地消等による地域の活性化
を行う。また、クリーンエネルギーや環境に配慮した商品を積極的に使用していく事により自然環境の維持に貢献
する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・地域の医療福祉の一端を担うとともに、苓北町や社会福祉協議会と連携し福祉避難所として施設を開放するな
ど災害時の拠点の一つとしての役割を持つ。
・講演会の開催、展示室を備えた図書館の運営等地域の文化・教育を推進している。

環境
・環境に配慮した商品の使用
・ペーパーレス化、脱プラスチック化

ペーパーレス化目標として、紙の使用量削減
2023年度100％→2026年度80％

社会

経済

・地域における雇用の強化
採用人数
2023年度15名→2026年度20名

社会

経済

環境

・地産地消による地域の活性化
天草圏内商店からの一般物品・給食材料購入割合
2023年度74％→2026年度80％

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境

・環境に配慮した商品の使用
・ペーパーレス化、脱プラスチック化

ペーパーレス化目標として、紙の
使用量削減。
2020年度100％→2023年度
70％。
プラスチック商品の消費を抑え、
職員の脱プラスチック化を推進。

従来より2020年度は感染対策とし
て用紙使用を最低限に抑えていたた
め、2023年度との比率は横ばいと
なり、削減には至らなかった。今後も
継続して削減を目指す。
脱プラスチックはボトルキャップ回収
等、リサイクル面の推進を行った。

社会

経済

環境

・地域における雇用の強化

中途採用以外に、地元高校等から
の採用を増加。法人の奨学金を使
用しての進学・資格取得を推進し
ていく。

高卒求人は入職には至らなかった
が、地元出身の専門学生（2023年
度1名）や准看護学校からの入職者
（2024年度2名）有。准看学生は奨
学金の利用者でもあった。

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載
してください。

環境

・地産地消による地域の活性化

地元商店及び生産者からの購入
を進め地域の活性化を図る。
2023年度までに一般物品・給食
材料の地元商店・生産者からの購
入割合80％を目標値とする。

一般物品・給食材料は県内企業から
の購入割合がほぼ100％となる。う
ち、天草圏内の商店は一般物品
95％、給食材料は58％となった。
（給食は経管栄養、特食用材料など
があるため）

社会

経済


